
度予方て国定　（1）一明こ定
の算式改民硅平　　　すの概平

つれ目る合離扶い　　　っり保

が均基に調響和　定の年支見基
な衡準分査、，霞五な率調度出通本
さ上犠析の会十摂を整ま」き蛯
れほ　し所の八　一をでの　態

　（2〉

家

計世
の帯
弾人
力員
性別
に基
乏準
しに
いつ
少い
人て
数
世

　　　　　　　　いの九窓・
　　　　　　　＿る格年舞

瓢陣鯉辞あ藩締

あ民送等計　お支　て
有総型よ宛をけ出　採そ

童縫響訴讐
正五の濃たて硅　　（3〉
を％いにと　　七格
図等わ導こ平高十差高
る差ゆ、ろ成齢歳の齢
ことるたで元者以是者
とな枝二あ年の上正の
とる級二る度消一に第
しょ地かカ！よ費類っ一

層弾蕪蕪毯
　計格俸ねえ等額　準

離慧離写羅
　に匹窒なて目い　地
　是。て水きして　間

を率いの帯
抑とて差の
制すは異特
する標を性
る一準勘や
措方三案世
置’人k帯を多世　人
講人帯少員
じ数を人別
た世上数の
D帯回世消
　はる帯費
　こ改に構
　れ定つ造

3　　駆　Life　and　～Velニミre

厚
生
省
社
会

援
護
局
保
護
課

ノ曳

ゆ高千念少に　れ福生要応あな伺やに
る齢人でな集近て祉活とで蒐るう社携生
要者L・あく、中年お制保すき　重こ会わ活
援世r覧　し　久度護るるし要と福る保
護帯被　やてわ　に制方よたなも祉様護
世が保しやおが心も度々うが施で施々行
帯四護かも久国か精のにきつ策き設な政
が一世緩す　のら通内直めてで魔な方を
多・帯日る生福感さ容接細そあ　ど々担
く一五取と活祉謝妓は接かの緊生第か当
を鎚八近批保の申勿しな制活一らし
占　万の判護議しま碗て仕度わ保線貴て
め傷七保的制論上さ　お組のが護で重十
て病千護な度がげに関らみ内国制活なカ
お・世動面は官た国係れと容の度躍ご月
久障帯向だそ民い民するな鱒はさ意が
　害」をけのをo生るケつ　会国れ見過

障’の八のこ者　活等ん護面もこお事護
害いう万はと福　躍の畦をにのろ話務行
者わち三残も祉　さ各　必対でとを所政

　　厚　動
　　生
　　雀　向
　　会　と

松羅課
尾揉題
　　護
武課
　　長
日
日

いはた　要思テのるうがなや　だ強活く極細の国　齢がに高福
る国め今だう。ラ研問な常方新最き輿実ケ的か中の平者必当齢祉
と民国後と　ン修題状にが人近た　態1になで部成対要た者と
痛生民’考ま職ので況ケケ職はいケのス活処も局六策とつが極
感活的社えな員充ははI　l員福事1的ワ用遇要長年のなて増め
しの課会て　と実な人ススの祉項ス確1しに援会度今ろは加て
て最題保い研初がい事をを配のにワなクて配護議を後う。個し密
い後と障蒐修任必と管担担置第っ1把機　意世や迎の　別て接
駕のし制　等者要い理当当が一いク握能地す帯課え進まのいな

支て度
えそが
との高
し対齢
て応社
’に会
そ努の
の力到
責し来
務て等
もいを
まる目
すと前
まきに
す’し
重生’
要活制
と保度
な護安
つ制定
て度の

をを不う等しす多線て技’の域るへ長　展なケる関
通組可理そてるくで関術他充社この会新に　 1こ係
じみ欠解のいこなあ係の法実会と対議年も今スとが
た合でが組ると久る者向他がのは応等度大やのをあ
査わあ必織とも　福に上施大一勿にをのい国状考る
察せろ要全いめ初祉おな策事員誼っ通生に民態えと
指るうで体ラずめ事願ぐのなと　いじ活注的にるい
導等kあの訳らて務い　活こし関てて保目課対ζえ
機人　蒐問にし福所を今貝とて連rお護し題応　免
能事人　題はく祉にし後　で生す生示制てとし今
の上事職でいな関おた積関あ活る活し度おした後そ
充の異員あかく係いと極係るで各保し実くてきのの
実配動のりな’のてこ的機」。き種護た施必取め生中
の慮に資’くべ事もろに関とるの制と方要り細活で
たも当質直なテ務職で取とのよ他度こ針が組か保も
め必たのちつラに員ありの考う法とろやあまな護独
の要つ向に㌃ン携の免組連え援他しで留克れ適制り
対なて上解　のわ人　ん携か助施てあ意　て切度暮
応こ娃の決こ担る事　での灸し策のる点　いなのら
もと　たさの当よ交　い充　てをきGを　る処運し
重とべめれよ者う流　た実生い積めこ全　高遇営の

LifeandWelfare遷2



表2　平成6年度生活扶助基準（月額）

　　標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子）

級地区分 格　差 平成5年度 平成6年度 改　定　率

1級地一1 100．0 153，265円 155，717円

1．6％

1級地一2 95．5 146，368 148，710

2級地一1 91．0 139，471 王41，702

2級地一2 86．5 132，574 134，695

3級地一1 82．0 125，677 127，688

3級地
2 77．5 118，780 王20，681
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表3　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子】
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1級地一1　1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一王 3級地一2

世帯当たり最低生活費 168，717円　161710円 154，702円 147695円 135，688円 128681円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

155，717　　148，71G

103，560　　98，900

52，157　　49，810

141，702

94，250

47，452

134，695

89，570

45125

127，688

84，920

42，768

120，681

80，260

4D421

住　　宅　　扶　　助 13，000　　13，000 13，000 13，000 8，00D 8，000

含　　　疋下同じ（注）1．第2類は、冬季加算（VI区額×5／12）を含む。以下同じ。
　2．就労収入のある場合には、収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水準

　としては、生活保護の基準額に控除額を加えた水準となります・
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表1　平成6年度生活保護基準改定の概要 （1糸及士也一1〉

　第49次
（5年4月1日）

　第50次
（6年4月1日）

備　　　　　考

円 円

1　生活扶助基準

　　居宅（1類＋2類）

騰妾樽震早33歳男／

標準3人世帯 153，265 155，717

期末一時扶助費（居宅） ／3，540 13，740

【加算等】

妊産励瞬（妊娠6ヵ月以上1 13，230 13，42Q

老齢加算
70歳以上
（居　　　宅） 17，14Q 17，38Q

（入院・入所） 14，780 14，780

母子加算
（居　　　宅） 22，28Q 22，590

（入院・入所） 19，230 19，230

障害者加算

障害等級1・2級
（居　　　宅） 25，710 26，070

（入院・入所） 22，160 22，160

重度障害者他人介護料 67，350 68，700

在宅患者加算 12，740 12，920

人工栄養費 ll，440 U，600

入院患者日用品費 22，20D以内 22，510以内

入学準備金
小　学　校 36，900以内 37，700以内

中　学　校 42，80D以内 43，800以内

2　住宅扶助基準

家賃間代等 13，000以内 13，000以内

住宅維持費 年額110、000以内 年額／13，000以内

3　教育扶助基準
小　学　校 2，010 2，040

中　学　校 3，890 3，97D

4　出産扶助基準

居　　　宅 141，000以内 171，000以内

施　　　設 125，000以内 ／25，000以内

＋入院料 ＋入院料

5　生業扶助基準

生　業　費 蛉，ooo以内 40，000以内

技能修得費 51，000以内 53，000以内

就職支度費 30，000以内 30，000以内

6　葬祭扶助基準 142，009以内 149，鵬以内 大人の基準額

7　勤労控除

　　基　礎　控　除
　　　　上　限　額 31，680 32，160

控除限度額
収入の全額を控除する限度額

下　限　額 6，DOO 8，000

不安定就労控除 6，000 8，000

特　別　控　除 年額144，000以内 年額146，200以内

新規就労控除 9，400 工0，1DO

未成年者控除 11，200 11，200

Ltfe　and　Welfare匿4



　　　一　 適がも
世帯の　 改用行侵第
帯分生施正さわ　50

り直者者次と六施護
局　しのにのな年要基
第　　交係　とっ四領準
i　替るお尾月のの1　　に出　り　一一改
2　よ身で　日部正1　　る世 あ　か改と
（8）　世帯　有　ら正と

通校具な　の低のよ構活　 三

費給　基なと生世り或保被
等食こ準英お活帯千障保最
茄離箏鐙騒灘離笙

㌔行限当同計つ相に
　つ定で一中て当掲

縫聾詑欝災
　いみれ定たのて所
　こなるすこ出い中
　とす場ると身るの
　と取合こ等世場者
　し扱にとに帯合の
　たいはがよのでみ
　こを’適緊生あを

ζの応た犠
　たじも
及めての一
びの’で般
家交学あ的

す六・居世れ準
る年い住帯る
と度く地の最
表のつ等家低
3最かに族生

除二の京収てたにる応就と場賃
さ万二都入一水消こじ労等合等
れ四十最が例準費とた収に嫉が
免千五低十をとしに控入留　例
　六日賃二上な得な除の意そ示
　百分金万げ菟る久額あすのさ
　六に日二る　水　がるる実れ
　十相額千ζ控準し実場必額て
　累き西苦＿驕縫蒙鵠倉票蓋客

　離適r世る別と長ほい身護援特施　扱別定緊生あをて　 く

世を当同帯こ世等期とて体施護別設一い世す　計っ相世従解

もて同て世被た　っ一な分　をこ一ので分自の世嘆世的う欠扱
み認様亘帯保世今い回け離ま行と般状あ離立趣帯　帯にとけう
ら定に　分護帯回てはれ中たうが世況るの助旨分世分行認るこ
れす・長離者分の検世ばにア・必な帯やか効長か離帯離わめとと

7　團Life　and　Welfare

2．夫婦子2人世帯【35歳男、3D歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

王級地一1 1級地一2　2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地 2

世帯当たり最低生活費 210743円！201937円1193137円 184311円 1170515円 161，7工5円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

195，703

138，870
56833

186，897　　178，097

132，620　　王26，380

54277　1　51717

169，271

工20，llO
49161

160，475

113，870
46605

151，675

107，630
44045

教　　育　　扶　　助 2，040 2，04012・040 2，040112，040 2，040

1住　宅　扶　助
130DO 13000　　　13000 13000　　　　8000 8，000

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】

1級地一1 1級地一2　2級地一1　2級地一2 3級地 1　3級地一2

世帯当たり最低生活費 143610円 ！39469円 132364円1128263円 ll6133円　U2，D62円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

113，230

66，3DO

46930

109，089

64，270

44，8工9

103，034　　98，933

60、330　　58，340

42，704　　40593

92，853　　88，782

54，370　　52，41D

38483　　　36372

老　齢　加　算
17380 17380 16330　　　16330 15280　　　15，280

住　　宅　　扶　　助 13000 13000 13000　　　13DOO 8000　　　8，000

4．老人1人世帯【7D歳女】

1級地一1 1級地一2　2級地一王　2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費　103893円 101，539円1 96，221円　　93907円 83563円 81284円

生　　活　　扶　　助　　73，513

　　第　　　1　　類　　31，330

　　第　　　2　　類　　42，183

7L！5g　i
30，870

40，289

66，891　　　64，577

28，510　　28，090

38，381　　36487

60，283

25，690

34593

58，004

25，310

32，694

老　齢　加　算　　17380 17，380 16，330　　工6330
152801

／528D

住　宅　扶　助113000
13000 13，DOO　　　13，000

800D 8，000

1級地
1 1級地一2 2級地 1 2級地一一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 191738円 184，88凋 176，578円 169710円 156367円 149，509円

生　　活　　扶　　助

　　第　　　1　　類

　　第　　　2　　類

王52，308

工00，150
52158

145，451

95，640

49，811

138，608

91，140

47，468

131，740
861620

45120

124，897

82，120

42777

1工8，039

77，62D

40419

母　子　加　算
24390 2439D 22930 22930 2工430 2工，43D

教　　育　　扶　　助 2040 2040 2040 2040 2040 2040

住　　宅　　扶　　助 ／3000 13，000 13，000
13000 8000 8，000

5、母子3人世帯【30歳女、9歳子（小学生）、4歳子】

6・重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

1級地一1 1級地一2　2級地一王 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 ／84320円 178899円　　171894円 166463円 154513円 149，082円

生　　活　　扶　　助

　　第　　1　　類
　　第　　　2　　類

120，620

73，690

46930

115，199　　109，764

70，380　　67，060

44819　　　42704

104，333

63，740

40593

98，913

60，430

38483

93，482

57，110

36，372

　　障害者加算
1　　重度障害者加算
　　重度障害者家族介護料

26，070

13，390

11240

26，07D　　24，500

13，390　　13，390

11240　　　11，240

24，500

13，390

11240

22，970

13，390

11240

22，970

13，390

11，240

住　　宅　　扶　　助 13，000 13，000　　13，0DO
13000 8000 8000
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（1）　の　　二重で影療め　を金二年　な約約医　 一
　　概今　　要は響扶るこ占約億度まつ八六療最
　　要回　医　ななを助医のめ一円のたて十十扶近医

　　蠣霰蓬舐鯉八瓢平叢赫
　　　改正　営過き　に　七負百成％杏現を
　　　正　　　は言な医占　％担十六　と貝在・

えと実度に府つ被給て中給鏡合真れ例民付　えの治
　し施かよ県え保付嫉で付等にににに健に医L中療医
力曳機灸り知を護対　　 しに些必珈な康当療との材療
ナ　関　対事必者象原従てつ　要凡ら保た扶改r料扶
デこ限歩応等要がと則来いい義性てつ険つ助正松給助
イれり行しにと松しと　るて肢が　てのてにし葉付運
アにで補てよす葉てし歩とも、　あ治給療岐おた杖方営
ンよ紹助いるる杖き風行こ　松る療付養　けもL針要
クリ付つた特場以た　補ろ限葉と等し費原るのを及領
ラ’でえカ1別含外と松助で定較認のての則治でrび第
ツ新きに　基にのこ葉つあ列　め一い支と療あ歩治3
乏たるつ平準嫉歩ろ杖え蒐挙装ら環る給し材駕行療1
　磯取い成の　行でのに　の果れとカ！対て料　補材6
男つ瓢軽翻壕筋遍殿そ魏霧囎（1）

治の定に補と環　この可身につ補　扶給先確つ障　す補　付ス
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表3　入院・入院外別医療扶助人員の年次推移．

入 院 入 院　　　外

計 精　神 結　核 その他 計 精　神 結　核 その他

人 人 人 人 人 人 人 人

40年度 148，921 64，517 16，876 67，528 467，365 7，265 31，656 428，444

45　　〃 191，103 95，459 9，900 85，744 510，680 12，168 23，50D 475，012

50　　／1 196，932 111，961 6，532 78，439 588，／53 19，275 18，792 550，G86

55　　〃 197，418 116，595 4，058 76，766 658，827 29，285 王2，891 616，650

実 60　　〃 191，439 109，278 82，工61 718，142 43，332
674 809

61　　〃
1711114

94，861 76，253 697，142 44，707
652 435

62　　〃 156，211 84，179 72，033 676，242 47，ll5
629 127

数
63　　〃 147，532 78，343 59，189 640，337 48，219

592 118

一
兀
　
　
　 ” 工40，815 73，976 66，840 612，141 49，036 563 105

2　　〃 133，105 70，032 63，073 578，163 49，588 528，576

3　　〃 129，Q57 67，999 61，058 551，678 51），777 5DO，901

4　　〃 125，049 65，916 59，133 537，106 52，205
484

，gO1

5年10月 122，王05 64，879 57，226 535，880 55，197 48D，683

40年度 100．0 100．O 100．0 工00．0 100．0 100．0 100．D 100．0

45　　〃 128．3 148．0 58．7 127．0 109．3 167．5 74．2 1／0．9

50　　〃 132．2 173．5 38．7 115．2 ／25．8 265．3 594 128．4

55　　〃
1326 180．7 24．D 113．7 141．o 403．1 40．7 143．9

指 60　　〃 128．6 工69．4 97．3 153．7 596．5 146．7

61　　〃 114．9 越7．G 90．3 員9．2 615．4 14／．8

62　　〃 104．9 130．5 85．3 144．7 648．5 136．7

数
63　　〃 99．1 121．4 82．D 137．0 663．7 128．7

一
兀
　
　
　 〃 94．6 Il4．6 79．2 131．σ 675．O 122．4

2　　〃 89．4 1〔｝8．5 74．7 工23．7 682．7 ll4．9

3　　〃 86．7 105．4 72．3 ll8．D 698．9 108．9

4　　〃 84．G 王02．2 70．1 114．9 718．6 105．4

5年10月 82．0 lOO．6 67．8 王王4．7 759．8 104．5

40年度 100．0 43．3 工1．3 45．3 100．0 1．6 6．8 91．7

45　　〃 100．O 50．0 5．2 44．9 100．0 2．4 4．6 93．0

50　　〃 王00．0 56．9 3．3 39．8 100．0 3．3 3．2 93．5

55　　〃 100．0 59．1 2．0 38．9 工00．0 4．4 2．0 93．6
構 60　　〃 100．0 57．1 42．9 100．0 6．0 94．0
成

61　　〃 100．O 55．4 44．6 100．0 6．4 93．6
比

62　　〃 100．0 53．9 46．1 100．0 7．0 93．0
（％
） 63　　〃 100．0 53．1 46．9 lOO．0 7．5 92．5

一
兀
　
　
　 ” 100．D 52．5 47．5 100．D 8．D 92．D

2　　〃 100．0 52．6 47．4 100．0 8．6 91．4

3　　〃 100．O 52．7 47．3 100．0 9．2 908

4　　〃 100．0 52．7 47．3 100．0 9．7 90．3

5年10月 100．0 53．1 46．9 100．0 ／0．3 89．7

資料＝厚生省報告例
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表1　被保護人員・医療扶助人員の年次推移

実 数 摺 数 医　療

被保護 医療 扶　助　人 員 被保護 医 療　扶　助人 員 扶助率

実人員A 総数B 入院C 入院外D 実人員A’ 総数B’ 入院C『 入院外D『 B／A

人 人 人 人 ％

50　年度 1，349，230 785，084 工96，932 588，王53 10D　O
100D 100．0 匙000 58．2

51　　〃 1，358，316 793，458 195，S76 597，5S2 1DD．7 101王 99．5 101．5
584

52　　〃 1，393，128 818，654 L99，39σ 619，264 1e3．3 lD4．3 1012 105．3
58s

53　　〃 1，428，261 846，814 2DO，949 645，865 105．9 107．9 102D 109．8
593

54　　〃 1，430，488 S54，509 199，270 655，240 1060 ω8．8 101．2 111．4
597

55　　〃 1，426，984 856，245 197．4王8 658，S27 1058 109．1 10D．2 工12．0 60．0

56　　〃 1，439，226 87D，019 工97，148 672，871 1067 110．8 10D．1 ll44 60．5

57　　〃 1，457，383 885，051 196，451 58S．599 108．0
1127 998 U71 60．7

5S　　〃 1，468，245 897，102 19δ，58D 7DO，522 108．8 1143 99．8 119．1 61．1

59　　〃 1，469，457 911，788 196，181 715，6D7 108．9 116．1 996 121．7 62．o

60　　〃 1，431，117 909，581 191，439 718，耳42 1け6．1 115．9 972 122．1 63．6

61　　〃 王，348，163 868，256 171，114 697，142 999 110．6 869
U8、5

644

62　　〃 1，266，！25 832，453 156，211 676，242 938 106D
79．3 ヱ15．0 657

63　　〃 1，175，258 787，869 147，532 64D，337 872 1004 74．9
1089 570

一
兀
　
　
　 ” 1，D99，520 752，956 140，815 612，141 81．5

959 71．5 工041 68．5

2　　〃 1，0ヱ4，842 711，268 133，lo5 578，163 75．2
906

67．6
983 70．2

3　　〃 946，374 680，735 129，D57 551，678 70．1 867 δ5．5 938 71．9

4　　〃 898，499 662，155 125，e49 537，106 6δ．6 84．3
635 913 73．7

5年io月 880，982 657，985 工22，105 535，S80 65．3 83．8
62D 91．1 74．7

資料：厚生省報告例

表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移

爽 数 指 数
B／A

被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯A’ 医療扶助世帯B7

50　年　度 707，514世帯 573，513世帯 1DO．0 100．0 81．1％

51　〃 709，613 576，329 1DO3 100．5 81．2

52　〃 723，587 590，809
1D23

王030 81．7

53　〃 739，244 61）7．510 1045 105．9 82．2

54　〃 744，841 612，682
1053 1068 823

55　〃 746，997 615，147 105．6 107．3 82．3

56　〃 756，726 624，703 107．0 108．9
826

57　〃 770，388 638，413 108．9 111．3 呂29

58　〃 7S2，265 649，718 11D．6 113．3 83．1

59　〃 789，6D2 558，903 U1．6 114．9
834

6D　〃 78D，5e7 652，262 110．3 U3．7 83．6

61　〃 745，355 625，76D
LO55 m9　玉

838

62　〃 713，825 603，848 100．9
LO53 34．6

63　〃 681，肌8 578，635 963 1009 85．0

元　　〃 654，915 558，197
926 973 85．2

2　　〃 623，755 534，031 88．2 93耳 85．6

3　　〃 600，597 519，157 84．9
905 86．4

4　〃 585，972 510，216 83．6 8g　o 87．1

5年10月 585，431 5U，呂16 83．6 89．2 87．4

資料＝厚生省報告例
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周る先福いれみ預のれ確がさ調保に指をに養　護い
知上調祉を媛等貯重て認あれ査護留導重対能届世て
徹で査事セ　を金要いす有て嬉の意監点す力出帯峡
底　が務　関行になるる　い必受願査的る等義の
緩極保所同係つっポかたまる要給いにに就の務自保
　め護も意先ていイ否めたかな要た当行労調の立護
保ての一書調いてンかの　否同件しきたセ指査履助の
護重受部も査るはトも関申か意を
開要給認徴を通公で適係告を書確
始で要め取行帳共あ正先内精が認
時あ件らしわの料発実調容査適す
にるをれてな提金　施査のす切る
はこ確菟いい示の特のが適るにた

底1関関
さス係係
れに機者
て対関ケ
いすへ1
るる照ス
か必会に
否要をつ
かな行い
と指うて

つ必導　行長適
て要等稼’を正
はがの働関推な
特あ適年係進実
にる正齢先す施
次の化層及ると

た指認の動
Q導め審車
がら査の
不れが保
徹な不有
底い十状
なケ分況
事1なの
例ス事確
等に例認
が対及
認すび保
める保有
ら処有要
れ分が件

導と嫉ウ必置従た分う期分がれ認kに税にイ底を等活1るに要
指と　　要もわ文指ケ間吟適なを　は担つ　を積可圏ス者収保
示も警暴が検な書導1口味切い行保民当い被図極能内にを入護
がに察力あ討いににス頭すにケう有生機て保る的なのつ除又者
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周て活
知保保
徹護護
底の制
をし度

知
徹
底
及
び

給う及調保な時
中指び査護助に
に導関にの言お
おす係必受指け
ける先要給導る
る必調な要に懇
指粟査同件配切
導がの意を慮丁
援あ徹書確す寧
助発底の認るな

助相適
言談正
指・実
導申施
及請の
び・推
調開進
査始
の段
徹階

主
眼
事
項
等

よて奨をしいら
う関　徴てとみ
指係金取全判て
導先融阪て断明
の調機　のさら
徹査関生ケれか

二　 処関徹生適力行い
　　すと底活用団うう
　　る密す実に関ここ
　　必接る態つ係とと
　　要なとのい者がを
　　が連と把てケ肝留
　　あ携も握篠1要意
　　るをに及　スでし
　　　。図’び家にあて
　　　駿警関庭対克ケ
　　　　察係訪す　

1

　　　厳等先問る特ス
　　　正関調に保侵検
　　　に係査よ護　討
　　　対機をるの暴を

に付の　必遇な特をしと具　　　α）うに及有　る入係妥提期行
沿及実ま要方二に行たと体個動方　よ対び状ま必認先当出的う
つび態なが針i高う場も的々等針ケうす保況な要定調性さなと
た訪等　あをズ齢よ合監なののの1指る有の　がの査をれ徴と
確問に高菟樹を者うに　処ケ推樹ス導処が確被あ実を検た取も
実計応齢　立踏世指はケ遇1進立のす分認認保蒐施実討申を1く
な画じ者　すま帯導適1方ス　と実る指め　護　生施セ告行
訪をた世　るえにす時ス針の　計態必導ら保者　行す　書う収
問策適帯
調定切等
査しなの
活’訪ケ
動計問1
を画格ス

よたっる適のを実
うケい必切実樹態
指！て要な態立に
導スはが見がさ即
すの必あ直変せし
る処要蒐し化るた

画に要等れ有の
的即がをな要自
なしあ適い件動
訪たる切ケの車
問処0に1審の
活遇　行ス査保

うる必はよ入
よ等要そう申
う適にの指告
指正応内導書
導なじ容しの
す収関の’定
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す指び都た六　導4事六よ等施業維てこてもけさなるし裏いあ

輪熱諺擬離蕪鷺騨器誌1強経凝講
指がLう別生よ強へ察創援ては研の活小向福ス都多会業㌣置社
導行及指紙活う化の指設助特他修た保複が祉検道い福経　さ会
のうび導1保なを積導一す段法　戦護模認事討府こ祉験まれ福
主指騨監r護背図極機予るの他ケ　制福め務結県と王一なる祉

難響魏髭讐駐巖慰盤勤覆黎舗影離
項療都主府導も繍援す楚が等研事実務鷹どよ勲資脚がの

　（！）　　　第
の　　　　　　二
充要重　事
実叢奎鑑
　世項　査保
　帯　　 に護
　に　　　つ法
　蒐　　 い施
　す　　　て行
　る
　指
　導
　援
　助

必じ接こらに導もて祉o助れるど々磯導
要てにれれわ監と指事さをを根まの　監
が重進がなた査飛導務ら行是本ら問平査
あ点行是いりを　監所侵う正的丈題板の
免的管正福問実特査に　よ改な　点的実
　か理改祉題施別に対問う善要問のな施
　つを善事事す監本し題にさ因題指監に
　継行に務項る査庁て点努せを点摘査当
　続うつ所のとあ課些をめる明をををた
　的等いに是とる長　多るよら生行避つ

に問て対正もい等必く必うかじう媛て　意点
指題本し改頃はの要抱要なにさこ　喚な願L
導点庁て善　特参にえが指kせと単　窺いに
すにが嫉が長別画応るあ導　てにに画　た留
る応直　図年指のじ福る援こいと個一指隠意

の

上

実
施
す

る

よ

う

配

助と所1例ワ有依特的関イて保と担指活確い世ア意指処握つ
をのと任が1す存侵な係　の健侵当導保にる帯＿願導遇セて要
進連しせ多力る症　指機傷指事　部援護そこもr蜀いにを　嫉援
め携てといiケ者精導関病導業在局助ののと多齢た当行個護
麗蕪！舞灘雛墜誘蕪鱗黄多垂笠身講幕
難難雛雛幾騒繍懸嬬離讐弩霧雛響

が等力認な必受わ1行　が点こ本係養監都　②
不関団のい要給れスうまあにろ的並関査道平
十係関た事な要るにたな蒐着でなび係の府成保
分機係め例同件に対め　　目あ事に　結県五護
な関者の及意をもすに特　しる項訪病果・年の
事照ケ関び書確かる必に　たのに問状は指度適
例会1係申の認か指要適　指で問調把前定に正
麟麟諜葛雛講養禦離舗星羅
徽3蕩縮縁懸舞驚灘高騨窪
護態てる適さの①必調の　行俊ら係労様す実進
者ののい否れ調保要査実　っ　れ等指穫る施
の把警はのて査護とや施　必こたの導　指し
自握察暴確いにの思ケを　要のと基関扶導た

援活侵よ談ウ
助用　り興
をし児子　母
進’童供学子
め自扶の校世
る立養健等帯
必助手全関に
要長当育係っ
がの等成機い
あ観他を関て
免点法図と越
　か他るの
　ら施と連母
　指策と携子
　導をもに相
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て受給各稼
い給が種働
る防発年収
か止生金入
。のしのの
　たて無無
　めい申申
　のる告告
　対こ等
　策とに過
　がかよ少
　講灸る申
　じ　不告

ら不正及イる慮よ援世ア的て　あ適つ　た指の府監と正こは保
れ正受び　禰がう護帯　 ・はま覧宜いな胞導主県査をかと必し

なな世等高効’爽
さ世帯の齢率特
れ帯が多者的に指
たに増様世に次導
処対加な帯行の監
遇し傾二及う点査
が’向1び必にの
確キにズ傷要留実
保メあを病が意施
さ細久抱’あ桜に
れか　え障克　当
てなこた害　計た
い配の要者　画つ

②①有確だ行当に務
新稼
規働
開年
始齢
後層
一の
年者
未の
満い
のる
ケケ
I　l

スス

臣仁

査
実
施
計
画
の
樹
立
等

よ”次とスス実福いお年
うケ実のとの検施祉⊆け間
努1地ケk概討す事行るの
めス調1　ねはる務つ生計
るの査スそ一当必所も活画
必実はをの割該要にの保に

追てお
加は’
し　’コ
て実王
荏欝
享雛
巻器び
い皆着
も灘
の
　じ」一
で　、に

監眼及に目つに要不
査事び当的効よな適
を項指たと率つ是正
実及定つす的て正な
施び都てるな　改ケ
す着市嫉も運生善1
る眼が　の営活のス
よ点行別でを保措事
う烏う紙あ確護置例
雛奪鉾驕翻
濯難難忽讐

　　　　　　　実原事福　アう況　と　（1〉のる発らのウ
にけうた実所ま地則務祉一　必をなす監　　よ揮れ進
把多とつ施のなにと全事般一要確蔑蒐査監監うさる行ケ
握くとてす全　年し般務監般が認　　の査査な爽の管1
す行も犠るケケーてに所査監あす必　実のの体　で理ス
るいに　こll回全つには査乾る要　施実実制組　が審

（3）　る直の要も　（2〉
　　必接監なつ監
　　要そ査問て査監
　　がのに題編班査
　　あ指当が成は班
　　る揮た予す　の
　　　につ想、る監編
　　　当てさも査成
　　　たはれの吏等
　　　る　’ると員
　　　よ主福し二
　　　う管祉’名
　　　配課事特以
　　　意長務に上
　　　すが所重を

たに
め応
のじ
確’
認監
監査
査後
をの
行状

方施施が織査不査
式方方確的察十及
は式式保な指分び
次　　さ対導な訪
に　　れ応機点問
よ　　てが能が調
る　　い図が見査
も　　るら十受活
の　　免れ分け動

重討しすウすたびてイ⑤④③点はてる特　る福保特特　ケ　1　る鱒ケ実必別特必祉護定別特1前ス暴ケ高
に1施要指別要事動の監別ス年を力1齢
実スセが導指が務向事査監の度対団ス者
施総　あ監導あ所等項嫉査う監象関　等

るのの福嫉査
も約場祉
の二合事重
と割の務点
すにケ所的
るつiをに。いス選指
　て検定導

す数こる査監蒐ににに
対特問福
し異題祉
重なが事
点傾あ務
的向る所
にを場に
実示合お
施し及い

善必期対　せにも改は　ににて各　　（4）

ち査と係
未にす者
措おる等
置い」ケ
ケて　　1
1指　ス
ス摘　＿
　し　全
　た　 ケ

多
様
な

…
ズ

を

有
す

い定向たにをを当
てめ等問お策樹初都
十’を題い定立に道
分計勘点てすすそ府
留画案及実るるの県
意的しび施に必年及
すかて最し当要度び
るつ監近たたがの指
必効査に監っあ監定
要率のお査てり、査都
が的主け結嫉　の市
あ実眼る果　実実は
る施事保に前施施毎
　に項護現年計計年
　つを動れ度画画度
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あ実いにす関に対
る施ケつる係疑策
。す1いと先義等
不るスてと調のの
正等に実も査あ推
受厳対施飛にる進
給正し機　よヶ

にて関収る1　ウ
対犠の入内ス収　必なたな因ケ　　（ウ〉す図福か生ズカ！格年覧実
処指申容に入不要指め者を1稼スこる祉い活を付齢施
す文示告審つ申正が導関に的ス働に稼と等サケ保抱高を層福す
る書に書査い告受あ援係つ確に年対働もの11護え齢行の祉る
必指従のをての給免助機いにっ齢す年必面ビスサる者つみ事よ
要示わ提徹嫉内防　を関て把い層る齢要かス処イケ世てに務う
がをな出底　容止　行とは握てで指層でらの遷ド1帯い重所指

う運自k嫉就導のあ訪積　かス等る点に導
よ携立　　労援者駕問極あらにのとをよす
うしを就就し助の　格的るのつ多こ置つる
指’助労労てのい　付ないキいくろいて必
導積長が阻い推る　を活はメてのもたは要
す極す可害な進ケ　見用在の犠二あ訪稼が
る的る能要い　1　直を宅細　1る問働あ

的ととす存特的関イ導業在関なア　（2〉
にとのる症にな係　援等宅係二　の
対も連ケ者精指機傷助の福機1高充要
応に携1等神導関病を積祉関ズ齢実援
薪擬雛雛藍鰍あ麓蕃

重確るにい　め正生が
点なこつてまる受要発
的把とい犠なよ給因生
な握はて　　うののし
指及勿警暴暴指再分た
導び論察力力導発析場
がケの等団団す防を合
必1こ関活関る止す虞
要スζ係動係必対る
でへ　機へ者要策と発
あの病関のケがのと生
胤自状に参1あ推も経
　立等照加ス克進飛過
　への会状に　に　と
　の的す況つ　努不発

にるる進て審問に　イり全事具取理運　ア③
対助と行　査調お問　組職業体り解営福
す言と管査が査い題査む員計的組さ実祉計組
る指も理察不活て点察よが画にむせ施事画織
同導に及指充動嫉を指う一を盛べる上務的的
行及ケび導分の　多導指丸策りきとの所なな
訪び！ケ員な進査く機導と定込問と問が運運
問処ス1は場行察抱能すなkん題も題抱営営
を遇ワス訪合管指えのるつ　だ慮に点え管管
積困1審問が理導る充必てこ運　福をる理理
極難力査調多及員福実要組れ営対祉理生のの
的な1を査隠びに祉　が織に方処事事活推推
にケに徹活　ケよ事　あ内向針方務者保進進
行1対底動従1る務　駕にけ及針所等護
うスすすのつス訪所　　取てびをがにの

て照適所指　　三
　ら否に導生項
要しをお監活等指
保’関け査保
護個係る峡護
世別法生　法
帯か令活市施
のつ及保町行
適具び護村事
切体取の及務
な的扱運びに
処に指営福っ
遇検針実祉い
を討等施事て
確しにの務の

導
監
査
に

当
た
つ

て

の
劒

意
事

あ点法図談ウを
免か他る景　進
　ら施と　母め
　の策と学子る
　指をも校世必
　導活に等帯要
　援用’関にが
　助し児係つあ
　を’童機い駕
　進自扶関て
　め立養と嫉
　る助手の
　必長当連母
　要の等携子
　が観｛也を相

う職の1事被数め　必相専適力支　ウるな
指員な及務保をる特要談任正1、障ケ　よど
導配いび所護確た侵が体のな　をi実う査
す置よ査に世保め　あ制面職査きス施指察
るにう察お帯すに生竜の接員察たの体導指
必っ保指いのるは活　確根配指さ処制す導
要い護導て増こ関保　保談置導な遇のる機
がて動員は加と係護　に員に員い及確必能
あ特向が’傾が職の　つの努等よび保要の
るに等不ケ向肝員適
。配を足1に要の正
　慮加すスあで所実
　す味るワるあ要施
　るしこ1福り配を
　よたと力祉’置進

い配めにう事
て置るつケ務
指なとい1処
導どとてス理
す面詮そワ箸
る接・の1に

が充
あ実
る強
。化

　を
　図
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　　　　イ
等なの即
の訪樹しケ
選羅齢
　査計遇実
　活画方態
　動的針に

徹助謂（1）　1

底藤鶴
　及階の　の
　びに相　適
　調お諌　正
　査け　　実
　のる申　 施

　　　　　　1（2）　　　　　　　　　　（ユ）　　　　　　　〔4）

　なの　 が　 処　　　　ウ
処もケま的ケ遇　れ扶　つ
遇の1た確1方　て養仕たま

霞講難欝羅舞

態祉鳶常　　勇糧鰭
羅傭毒　齢鍛
にス者世　 はてにい

し　発峻　遇　　実　・象

が適個方　施とな　 切々　 針　　　　さ　　　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　（3）　　　　　　　　　　（2〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1〉

　　イア把　イア　 ウイ　ア資れか険　　握稼数　証　稼か保　か　　調　資産て
D事年収　働’収明収働o有自。資ま査資産及い
　務金入　収給入轡入収　要動　産な等産のびる
　所’申　入与申等申入　件車　活　に＿把収鳶
　’保告　以額告挙告の　のの　用資よ不握入
　保険書　外等書証書把　審保　に産り動　の
　険金は　一一及資娃握　査有　っの的薙　把
　会等適　年嫉び料　　　及状　い申確　　握
　社の切　魚　給は定　　び況　て告に貯
　等受に　　適与添期　　処が　の内把傘
　の給徴　保切証付的　　分関　指容握
　関資取　険に明さに　　指係　導にさ集

発獣傘韓膿　臨談糠
翌那灘糞震　膣韓矯　等及る　金い資塊て　　ぞに　はい掩
鍍力こ在醐客　鋤浄窪

　り給　 送。内か　切的　　　ロ　確金　　り　容　　　　庭確　1三　　内

　認額等審そ行に行容藩あ套藻纒究　は
　て社収稼　てさて関　い会　入働給　いれい　係　る保　の日与　る、る　先

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　（6）　　　（5）　　　（4〉　　　（3）　　　（2〉　　　　　（1）

保か職る握めれる面護　。保員相発他さ生る保てよ保接
開　　護ま談　法れ活権護いう護相
始　　申で内　他て歴利のる十の談
時　　請決容　施い　　開力言分受時
に　　書裁’　策る職義始　説給に
お　　のさ指　活掩歴務時　明要お
け　　処れ導　　　’のに　さ件け
る　　理て結　　　病周r　蔽等る
調　　及い果　　　鷹知保　　制適
査　　びるが　　　　・徹護　相度切
綴　保力乙面　欝2蕎繍
底　　　　　　　　 環図お　容旨応
　　　　　　　　境らウ　にはと　　　　　　　　’れ」　　応’事
　　　　　　　　地ての　 じ要務
　　　　　　　　域い配　 た保処
　　　　　　　　とる布　 懇護理
　　　　　　　　のか等　 切者
　　　　　　　　関。に　丁に
　　　　　　　　係　 よ　 寧正
　　　　　　　　等　 り　　なし
　　　　　　　　は　　　　対く
　　　　　　　　的　 法　 応理
　　　　　　　　確　律　が解
　　　　　　　　に　 に　行さ
　　　　　　　　把　 定　 われ

主

眼

事

項

麗

眼

点

別
紙

都
道
府
県
及
び
指

轟
雍
亨
斑

査
の
主
眼
事
項
及
び
藩
眼

、点

指を医握関の　　 第

定踏療しに実指及三
都ま機た対施定び
市え関医すに医検指
が’ご療る当療査定
行別と運指た機　に医
う紙の営導つ関つ療
指2医上監てに　い機
定r療の査嫉対
医都給問等　す
療道付題を管る
機府の点通下個
関県傾・じ実別
に及向指て施指
対び等定把機導

て関
　に
　対
　す
　る
　指
　導

る宜つ　なし　実点す
　追いない、ま施Lる
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表2　被保護世帯規模別福祉事務所の推移

被保護世帯規模別

平成元璃月現在 平成3年3月現在 平成5年3月現在

事務所数 構成比 事務所数 構成比 事務所数 構成比

王00以下 199ヵ所 16．9％ 229カ所 19．4％ 248カ所 20．8％

王OI～200
259

21．9
269

22．8
276

23．2

2D1～500
333

28．2
327

27．7
329

27．6

501以上
389

33．0
357

30．D
338

28．4

計 1，玉80 100．0 1，182 100．0 1，19工 ヱ00，0

資料二生活保護施行事務監査資料

表3　現業員規模別福祉事務所の状況

現業員規摸別 事務所数 査察指導員数 現業員数
現業経験
のない者の

割　　合

無資格者の

割　　合

現業経験
1年未満

割・合

無資格者の

割　　合

3人以下 425人（35．7％） 443人 43．3％ 20．1％ 1，042人 27．8％ 25．5％

4人～7人 367　（30．8　） 471
28．0 13．2 1，948 25．5 15．9

8人以上 399　（33．5　） 1，236 21．王 8．7 6，894 19．6 16．0

計 1，191（100．0〉 ．2，150 22．6
　　　1

12．0 9，884 21．6 17．0

資料：生活保護施行事務監査資料
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表1　会計検査院から指摘を受け、国会報告事項となった事例

艀薮講即犠轟、、ケース、〕

県
別

世帯構成 保　護
受給期間 指摘の内容

申告に

よ　る
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認定額
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入額によ

る要収入

認定額

収入認定

していな

かった
金　額

国庫返還

額（時効
消滅分を
除く〉

A
県

主㈹

妻倒

母㈲

長男㈹
二男αD

61．5～

　5．6
　（廃止）

（主）高速道路通行料徴収請負会

　社に勤務していたが給与収
　入を無申告
　（平成2．3～5．5）

千円

2，282

　千円

王1，596

千円

9，313

千円

5，438

同
上

主（覧｝

長女（15）

63．10～

　継続

（主〉新聞店に勤務していたが給

　与収入を無申告
　（63．10～平成5．5）

0 12，026 12，026 5，944

B
県

主（351

妻（謝

長男（9）

二男⑤
三男13〉

四男（0）

59．12～

　5，1

（主）溶接会社に勤務していたが、

　虚偽の給与明細書を作成し
　給与所得を過少申告
　（平成元．9～4．12）

6，000 10，662 4，66工 3，464

C
県

主㈹

長男⑳

長女

54．3～

　継続

（主）製本会社に勤務していたが、

　虚偽の給与明細書を作成し
　て給与所得を過少申告
　（63，3～平成5、6）

4，365 11，535 7，169 3，969

D
県

主㈲長男qの
妻（36）二男（8）

長女⑬
二女q7）

三女⑬

52．4～

　5．5
　（停止）

（主）建設会社のトラック運転手

　として勤務していたが給与
　収入を過少申告
　（平成元．6～5．4）

6，397 17，577 11，179 4，511

同
上

主（肥）

妻㈲

40．12～

　5．6

（妻）看護婦として勤務していた

　が給与収入を過少申告
　（63．5～平成5．5）

752
18，81G 18，057 8，467

C
県

主（82）

長男励

59．3～

　継続

（主〉国民年金及び厚生年金（通

　算老齢年金）を受給してい
　たが、そのうち国民年金（老
　齢年金・59．3～平成5．6）

　による所得を無申告

0 3，038 3，038 2，23D

E
県

主（68〉
57．8～

　継続

（主）国民年金及び厚生年金の通

　算老齢年金を受給していた
　が、そのうち厚生年金（通算

　老齢年金・平成元年9月受
　給）による所得を無申告

G 3，912 3，912 2，873

ム
ロ
計

8ケース 19，799 89，336 69，536 36，9GO
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表5　ケース検討結果の状況

厚生省分 都道府県・指定都市分 合　　　計

ケース検討数（A） 6，194 59，346 65，540

指導・指示数（B） 1，374 9，445 10，819

指導・指示率（B／A） 22．2 15．9 16．5

指
　
導

処遇方針の樹立等 （4．3）

　78

（4．7）

　577

（4．6〉

　655

資産の把握・活用 （6．1）

　112

（6．7）

　824

（6．6）

　936

扶養義務調査 （20．1）

　367

（14．9）

1，822

（15．6）

2，189

他法他施策の活用 （9．6）

　176

（11．7）

1，434

（11．4）

1，610

最低生活費の算定 （1．6）

　29

（3．9）

　48D

（3．6）

　509

指
　
示
　
事
　
項

収入認定 （8．6）

　157

（12．5）

1，536

（12．0）

1，693

病状把握 （16．8）

　308

（王5．2〉

1，861

（15．5）

2，王69

稼働能力の活用 （3．9）

　　72

（5．2）

　632

（5．0）

　704

指導指示の徹底 （8．7〉

　160

（7．9〉

　963

（8．G）

1，123

訪問による実態把握 （15．5）

　283

（王2．2〉

1，496

（12．6）

1，779

その他 （4．8）

　88

（5．2〉

　634

（5．1）

　722

計 （100．0）

1，830

（100．0）

12，259

（100．0）

14，089
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表4　福祉事務所査察指導機能支援事業実施要綱（案）

1　目　　的

　近年の保護率の低下等により、現業員数が少数の小規模な福祉事務所が増加傾向にあ

　り、かつ、このような小規模福祉事務所においては査察指導員、現業員の大半が生活保

護の現業経験のない者が配置されるといった傾向が認められ、所内での実務指導等が十

分に図られないため生活保護の運営実施に支障をきたしている状況1こある。このため、

これらの小規模福祉事務所を重点に都道府県・指定都市本庁が実務指導及び査察指導機

能の充実強化指導を行うことにより保護の実施水準の維持向上を図る。

2　実施主体

　都道府県・指定都市

3　対象福祉事務所

　小規模等のため生活保護の実務及び査察指導機能が弱体化している福祉事務所

4　事業の内容

（1）集合事務指導

　　対象福祉事務所の査察指導員、現業員を集めて生活保護の運営実施についての研究

　協議、研修等を実施し、必要な助言指導を行う。

（2）実地指導

　　対象福祉事務所に対して、本庁指導職員等及び医師等の専門家が定期的に巡回し、

　具体的にケース処遇及び福祉事務斯の運営管理について助言指導を行う。

　①　現業員に対する訪問調査活動等の実務についての実地指導

　②ケース診断会議、ケース審査等についての助言指導

　③　対象福祉事務所の問題点に応じた専門的な情報の提供及び助言指導

L｝fe　and　We玉fare墨26


